
基本目標№ 8 施策№ 31 基本事業№ 3 計画№ 141

事業名 　 デジタル化推進事業 区分 継続

目的 　 地域課題の解決や市民の利便性向上のため、デジタル化の推進を図る。

手段 　 DX推進ビジョンに掲げるアクションプランの実施及び見直しを通じて、更なるデジタル化に取り組む。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 年度

現状値の推移 目標値

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

事業費
（単位：千円）

24,008 28,900 ―

備考

実施内容

事業実績（成果指標以外） 令和６年度 令和７年度 令和８年度

達成状況 おおむね達成

①ＬＩＮＥ公式アカウント友だち登録者数
　チラシ配布、市広報、市民向けイベント時に紹介するなどの広報活動に加え、11月よりＬアラートオプションの実装により自然災害情報等の配信が充
実したこともあり、３月末時点の登録者数は6,347人となり目標値を達成した。
②書かない窓口利用者アンケート
　10月に市民課・税務課窓口からサービスインし、７課71様式での運用が行われている。３月下旬実施の利用者アンケートでは満足度は4.7となり目標
値を達成した。
③デジタルデバイド対策講座受講者アンケート
　ふるさと出前きらめき講座として「今さら聞けないスマホの基本」、「今さら聞けないLINEの基本」を、合わせて７回実施した。受講者からはおおむね満
足したとの回答を多数得られ、アンケートでは満足度4.0となった。目標値には届かなかったが、今後も依頼に基づき対応していく。

今後の方向性 現状のまま継続

理由 　ＤＸ推進ビジョンやアクションプランに基づき、引き続きデジタル化による業務の効率化と行政サービスの利便性向上を図るため。

重点化内容
または

改善内容

事業検証シート

成果指標

DX推進ビジョン（アクションプラン）の実施
①LINE公式アカウント友だち登録者数
②書かない窓口利用者アンケートによる満足度
③デジタルデバイド対策講座受講者アンケートによる満足度

①6,347人
②4.7
③4.0

①5,000人
②満足度５段階評価4.5以上
③満足度５段階評価4.5以上

事業評価

事業実績

ＤＸ推進ビジョン・アクションプランに掲げる事業について、下記のとおり取り組んだ。

①LINE公式アカウント友だち登録者数
　チラシ配布や各種イベント時の粗品配布、市広報によるＰＲ等で登録増加を図った。
②書かない窓口利用者アンケートによる満足度
　10月中旬より各課順次利用開始し、７課71様式での運用となった。利用者アンケートは３月下旬に実施した。
③デジタルデバイド対策講座受講者アンケートによる満足度
　ふるさと出前きらめき講座として、「いまさら聞けないスマホの基本」を２回、「いまさら聞けないＬＩＮＥの基本」を５回実施した。
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デジタル化推進事業
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令和７年度第２回外部評価委員会
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[ はじめに ]

ＤＸ推進の背景

■地方が抱える課題

　・人口減少、少子高齢化

　・地域産業の衰退・担い手不足

　・地域コミュニティの希薄化

　・行政サービスの維持が困難に

■新型コロナが浮き彫りにした課題

　・観光やサービス業の打撃

　・非接触対応の遅れ

　・オンライン化の必要性の顕在化

社会の変化に対応するために

■課題解決のカギはデジタル

　・行政サービスの利便性・効率性向上

　・市民サービスの質の維持

　・持続可能な地域社会の実現

出展：デジタル田園都市国家構想基本方針

　　　（令和４年６月７日閣議決定） ３



　「ＤＸ推進ビジョン」は、市の最上位計画である「十和田市総合計画」に即して策定する個別計画として、ＤＸ推進におけ

る方向性や具体的な取組を示すものです。

「十和田市総合計画」の８つの「基本目標の主な課題」に対するデジタル技術を活用した取組みを５つの類型に再整理し、こ

の類型に基づく具体的事業としてアクションプランを設定しています。

基本構想

基本計画

実施計画

ＤＸ推進ビジョンの策定

第２次十和田市総合計画

十和田市ＤＸ推進ビジョン

４

※ウェアラブル機器…身につけて利用することができるコンピュータや電子機器のこと。
※情報共有プラットフォーム…複数の人と情報を簡単に共有・活用するための仕組みやサービスのこと。
※ＡＩ－ＯＣＲ…ＡＩを活用して画像や書類の文字を認識し、データ化する技術のこと。
※ＲＰＡ…パソコンでの繰り返し作業や事務作業を自動化する技術のこと。



[ 事業概要 ]

目　的 地域課題の解決や市民の利便性向上のため、デジタル化の推進を図る

手　段 ＤＸ推進ビジョンに掲げるアクションプランの実施及び見直しを通じて、更なるデジタル化に取り組む

成果指標

ＤＸ推進ビジョン（アクションプラン）の実施

　①ＬＩＮＥ公式アカウント友だち登録者数

　②書かない窓口利用者アンケートによる満足度

　③デジタルデバイド対策講座受講者アンケートによる満足度
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[ 実施内容① ］

成果指標：ＬＩＮＥ公式アカウント友だち登録者数

【目標値】

令和７年３月末登録者数　5,000人

【実施内容】

　チラシ配布や各種イベント時の粗品配布、市広報によ

るＰＲ等で登録者数の増加を図りました。

【成果】

令和７年３月末登録者数　6,347人

　各種広報活動に加え、令和６年11月より自然災害情報

等の配信が充実したこともあり、目標値を達成しました。　
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令和６年度　友だち登録者数推移

令和６年３月末登録者数　1,706人

　　　　　　　　　　　＋4,641人

令和７年３月末登録者数　6,347人
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主な機能の紹介

　イベント情報など市からの

お知らせや、クマ目撃情報な

どを配信しています。どんな

情報を受信するかは受信者側

で設定することができます。

　メニューからは、防災・ゴ

ミ・子育て・医療機関・観

光・公式ＳＮＳなどの情報や

関連するホームページをすぐ

に見ることができます。　

【市から市民への情報発信】 【３つの基本メニュー】
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友だち登録者数増加に向けた取り組み

【イベント写真プレゼントキャンペーン】 【相撲大会でのうちわ配布】 【北里大学紅葉祭での抽選会】

８



[ 実施内容② ］

成果指標：書かない窓口利用者アンケートによる満足度

【目標値】

満足度４．５以上（５段階評価）

【実施内容】

　マイナンバーカード等を専用機器を使って読み取り、

住所、氏名、生年月日が自動的に申請書に転記される

サービスで、申請者の記入作業が簡略化しました。

【成果】

満足度４．７（５段階評価）

　10月中旬より順次利用を開始し、７部署71種類の様式

での運用が進められています。３月下旬に実施したアン

ケートの利用者満足度は目標値を達成しました。　

導入前 導入後

①来庁 ①来庁

②自身で申請書へ記入 ②順番が来たら窓口へ

③順番が来たら窓口へ ③職員が申請書を作成

④職員に申請書を提出 ④証明書発行

⑤証明書発行 ⑤会計

⑥会計 ⑥帰庁

⑦帰庁

導入前後の市民の動きの変化（税務課窓口の場合）

９



【窓口でのやりとりの様子 】
窓口で申請内容を聞き取り

本人確認書類をお預かりします

専用の機械で本人確認書類を

読み取ります

住所や氏名を印字した申請書が

印刷されます

【読み取り機械 】

書かない窓口の流れ
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[ 実施内容③ ］

成果指標：デジタルデバイド対策講座受講者アンケートによる満足度

【目標値】

満足度４．５以上（５段階評価）

【実施内容】

　ふるさと出前きらめき講座として「いまさら聞けない

スマホの基本」を２回、「いまさら聞けないＬＩＮＥの

基本」を５回、計７回実施しました。

【成果】

満足度４．０（５段階評価）

　目標値には届きませんでしたが、受講者からは概ね満

足したとの回答を多数得られました。今後も、様々なご

意見を踏まえながら引き続き実施していきます。
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デジタルデバイド対策講座では、スマホやＬＩＮＥの基本的な使い方や市公式ＬＩＮＥの使い方のほか、これらを使う上での注意事

項などについても説明しています。

講座の主な内容
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[ 課題と今後の展望 ]

課　

題

◆ 多様な市民ニーズに応じたデジタル化の推進

　市民の中には、デジタル技術を積極的に活用する方もいれば、デジタルに不慣れで支援を必要とする方

もいます。誰もが安心して行政サービスを利用できるようにするためには、“使える人”の利便性を高め

ると同時に、“使えない人”への支援や配慮も欠かせません。

　今後のＤＸ推進においても、単純にデジタル技術を導入するのではなく、それぞれの状況に応じたきめ

細かな対応を進めていくことが重要だと考えています。

◆部署を超えた連携の強化

　ＤＸ推進のためには全庁的な連携が不可欠であり、市の業務全体を最適な形にするためには、庁内での

情報共有や業務連携が今後ますます重要になってくると考えています。

　※ＢＰＲ…「Business Process Reengineering」の略。業務プロセスを根本から見直し、再構築すること。
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[ 課題と今後の展望 ]

今 

後 

の 

展 

望

◆地域課題に寄り添ったデジタル施策

　引き続き、「地域課題の解決」につなげるため、デジタルの力を取り入れながら、市民が暮らしの中で

その利便性や効果を実感できるような施策を進めていきます。

◆使いやすく効率的な行政サービスの実現

　書かない窓口などの既存の取組をさらに進化させ、市民がサービスを受ける際の使いやすさを目指しま

す。また、市役所内のデータ連携・業務効率化を進めることで、職員の負担軽減を図ります。

◆デジタルデバイド対策

　あらゆる方がデジタル化に取り残されることの無いよう、民間事業者と協力してスマホ教室を開催する

など、実際の体験を通じて理解を深める工夫を行い、満足度の向上を目指します。
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[ 今年度の取り組み ]

ＡＩチャットボットサービス
の導入

　市民へのスムーズな情報提供や、行政サービス

に関する問い合わせ対応にかかる職員の負担軽減

を図るため、市のホームページにＡＩチャット

ボットサービス（ＡＩを活用した自動応答システ

ム）を導入します。
　選択肢から知りたい情報を選んだり、聞きたい

ことを入力すると、ＡＩが回答します。

　24時間365日対応することが可能です。
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[ 今年度の取り組み ]

ペーパーレス会議システム
の導入

　各種会議で使用される紙資料を削減することで、

大量の資料印刷や配付にかかるコスト、印刷時間

の削減や、森林資源の保護、廃棄物の削減などを

図ります。また、ペーパーレス会議システムの運

用によって効率的な会議運営を図ります。

　会議資料をデータで参加者に配付することがで

き、参加者は各自の端末で資料を見ることができ

ます。

データの送信だけで済むため、資料の急な差し替

えや追加にも、すぐに対応することができます。

また、持ち運びやすいタブレット端末を職員に配

付し、さまざまな会議で活用する予定です。
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[ 事前質問への回答 ]

質　

問

　IT技術がめまぐるしい進化を遂げている中、自治体においてもデジタル化は欠かせない取り組みだと思います。十和田市のデジタル化の

進捗と高齢者にも優しいデジタル化の工夫はされているかどうか教えてください。

回　

答

　デジタル化の進捗状況としては、令和４年度に策定しました「ＤＸ推進ビジョン」では、基本方針別にアクションプランとして20事業を

掲げていますが、既に13事業を実施しており、今年度新たに５事業に着手しているところです。

　高齢者等への取り組みとしては、ふるさと出前きらめき講座として、職員が講師を務めるスマホやＬＩＮＥの基本講座を開催し、令和６

年度は、計７回、延べ83人にご参加いただきました。

　また、マイナンバーカードへの保険証紐づけ等の手続きについても、情報政策課で対応しています。
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[ 事前質問への回答 ]

質　

問
デジタル化を推進していくうえでの課題があれば教えてください。

回　

答

　市民の中には、デジタル技術を積極的に活用する方もいれば、デジタルに不慣れで支援を必要とする方もいます。誰もが安心して行政

サービスを利用できるようにするためには、“使える人”の利便性を高めると同時に、“使えない人”への支援や配慮も欠かせません。

　今後のＤＸ推進においても、単純にデジタル技術を導入するのではなく、市民一人ひとりの状況に応じたきめ細かな対応を進めていくこ

とが重要だと考えています。

　ＤＸ推進のためには全庁的な連携が不可欠であり、市の業務全体を最適な形にするためには、庁内での情報共有や業務連携が今後ますま

す重要になってくると考えています。

　※ＢＰＲ…「Business Process Reengineering」の略。業務プロセスを根本から見直し、再構築すること。
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[ 事前質問への回答 ]

質　

問

市の公式ＬＩＮＥについて。土日＆休日の発信はどのような形で行っているのか（例・テレワークなど）お示しいただきたい。

私自身４月に十和田市に来たため、不勉強で恐縮だが「書かない窓口」について具体的な内容をお示しいただきたい。

回　

答

　公式ＬＩＮＥの休日等の発信について、災害や気象情報は、災害情報共有システム（Ｌアラート）との連係機能により、自動的に発信さ

れています。その他、各課の判断によりタイマー機能を活用して発信することも可能です。また、緊急時には、職員が手動により発信する

場合もあります。

　「書かない窓口」の具体的内容としては、市役所各窓口に設置されている申請書記入サポートシステムにより、マイナンバーカードや運

転免許証を読み取ることで、住所や氏名を印字した状態の申請書を印刷するもので、申請者の手書き負担を軽減するとともに誤記入や受付

時間の短縮を図るものです。
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[ 事前質問への回答 ]

質　

問
ＬＩＮＥアカウント5,000人目標6,347人実績ですが、この数値が妥当な数値なのでしょうか？さらなる拡大をお考えですか？

回　

答

　令和４年10月より運用を開始しましたが、この時の年度末登録者数は約1,700名でした。一か月あたり登録者が平均280名だったことから、

令和５年度の目標値は、280人×12か月＝3,360人程度の増加と試算し、当初の1,700人に3,300人を加え5,000人を目標としたものです。

　結果として目標値を上回りましたが、令和７年度からアクションプランにおける目標値を「年間1,000人の増」に変更しており、引き続

き、更なる登録者の増を目指すこととしております。
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[ 事前質問への回答 ]

質　

問

書かない窓口の様式の中で、７課71様式の運用がなされていますが、運用している様式の改善点、今後運用を検討・予定している様式等あ

りましたら紹介してもらいたいです。

回　

答

　現在、更なる利便性の向上のため、「窓口改革」の一環として、関係各課と連携しながら課題の洗い出しや見直し作業を進めています。

また、現在は、今後運用を検討している具体的な様式を紹介できる段階ではありませんが、各課窓口において、より多くの手続きを「書か

ない」対象とするよう拡充を図ってまいります。
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[ 事前質問への回答 ]

質　

問
ＤＸ化によって、人件費、手続き時間、運営コストの削減等図られていると思いますが、数値化等、分析されているものがありますか？

回　

答

ＤＸ化による削減効果についての主なものは以下のとおりです。（令和６年度実績）

　〇ＡＩ－ＯＣＲ・ＲＰＡ利用：約2,674時間の削減（人件費換算約535万円）

　〇おくやみ窓口：　 　　　　 約38.6時間の削減（人件費換算約8万円）

　〇書かない窓口：            約62.1時間の削減（人件費換算約12万円）

　〇キャッシュレスセルフレジ：利用者アンケートによる満足度「大変満足82.0％」
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企画財政部　情報政策課

ご清聴ありがとうございました
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